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 要  旨 
研究活動においても情報の発信や共有を行うことは重要なことである．特に，複数の研究者や
学生が所属する研究グループにとって，研究活動の過程で創発される情報，すなわち研究知を蓄
積・共有・再利用することは研究活動を推進していく上で非常に重要である．研究知の蓄積・共
有・再利用は論文やプレゼンテーション資料などのフォーマルな情報だけでは不十分であり，研
究グループの理念やノウハウといったインフォーマルな情報を共有・再利用することで研究活動
に対する深い理解や見識を得ることができる．インフォーマルな情報は「研究テーマ設定」「研
究関連情報調査」「システム開発」などといった様々な研究活動の過程において研究ログとして
生じることが多く，こうした情報を表出させ体系化していくことが課題である．しかし，研究グ
ループの多くにおいて研究ログを蓄積・共有・再利用をするための適切なプラットフォームが存
在しないという問題がある．そこで本研究室では Web 上において手軽に記録を残すことができる
ブログに着目し，研究ログをブログのエントリとして蓄積させ，研究ログを蓄積・共有・再利用
するためのシステム，HyperBlog を開発した．HyperBlogではエントリに『アクティビティ』『タ
グ』『トピック・タスク』という 3 種類のカテゴリを付与することによってエントリを構造化す
る． 一方，研究活動は長期に渡って推進されるものである．そこで継続的かつ有用で貢献度の高
いエントリを共有・蓄積・再利用することをサステイナビリティと呼ぶ．しかし，サステイナビ
リティの確保は一般に困難である． 
 そこで継続性と有用性という観点で捉えた HyperBlogのサステイナビリティを評価し，それ
に基づきサステイナビリティを増大する支援手法を提案した．まず継続性の評価では研究グルー
プにおける HyperBlogに対するコミットメントのサステイナビリティを評価した．その結果，十
分なサステイナビリティの確保には至らなかった．そこでコミットメントに影響を及ぼす要因を
書くコミットメントとしての投稿数，読むコミットメントとしての閲覧数，その他ログイン数や
コメント数など全 7種の行動パタンとの相関関係から評価した．その結果，他者からの関心が投
稿数に影響ことがわかった．有用性の評価ではコミットメントの観点からみた貢献度の評価をし
た．利用ユーザをアクティブユーザ群とパッシブユーザ群に分類し，各ユーザ群の投稿したエン
トリを被閲覧数と被コメント数においてランキングを導出し，ランキング上位のユーザ分布を評
価した．その結果，閲覧数のアクティブなユーザが研究グループに貢献していることがわかった．
これらの結果から，サステイナビリティ増大支援手法としてエントリ分析ツールを開発し，閲覧
を促す関連エントリのレコメンド機能と他者からの関心を示すランキング機能の提案を行った． 
 
